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(57)【要約】
【課題】検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音
波検査を、検査者に行わせることが可能な、超音波検査
装置、超音波検査方法、およびプログラムを提供する。
【解決手段】検査対象を示す検査対象情報に基づいて、
検査対象に対応する周波数を設定する周波数設定部と、
音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波
を発生させる音波発生制御部と、を備える、超音波検査
装置が提供される。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定する周
波数設定部と、
　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させる音波発生制御部と
、
　を備える、超音波検査装置。
【請求項２】
　前記検査対象情報は、検査対象を分類する情報、検査部位を示す情報、検査対象の疾病
内容を示す情報、検査対象の状態を示す情報、のうちの１または２以上である、請求項１
に記載の超音波検査装置。
【請求項３】
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部をさらに備え
、
　前記周波数設定部は、前記検査状態の判定結果に基づいて、設定した周波数を調整する
、請求項１に記載の超音波検査装置。
【請求項４】
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部をさらに備え
、
　前記周波数設定部は、
　前記検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数の範囲を特定し、特定さ
れた周波数の範囲内において設定する周波数をシフトさせ、
　前記検査状態の判定結果に基づいて、シフトさせている周波数の中から、前記検査対象
に対応する周波数を設定する、請求項１に記載の超音波検査装置。
【請求項５】
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部と、
　前記検査状態の判定結果に基づく通知を行わせる通知制御部と、
　をさらに備える、請求項１に記載の超音波検査装置。
【請求項６】
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部と、
　前記検査状態の判定結果に基づいて、正常な検査が行われている状態を示す基準検査状
態情報を選択的に記録させる記録制御部と、
　をさらに備える、請求項１に記載の超音波検査装置。
【請求項７】
　前記検査状態の判定結果が、正常な検査が行われている状態でないことを示す場合に、
前記基準検査状態情報と検査の状態を示す検査状態情報とに基づく通知を行わせる通知制
御部をさらに備える、請求項６に記載の超音波検査装置。
【請求項８】
　前記検査状態判定部は、前記検査画像に対して、前記検査対象または前記検査対象の検
査部位に対応する画像処理を行い、画像処理後の検査画像に基づいて、前記検査状態を判
定する、請求項３に記載の超音波検査装置。
【請求項９】
　前記プローブをさらに備える、請求項１に記載の超音波検査装置。
【請求項１０】
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定するス
テップと、
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　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させるステップと、
　を有する、超音波検査方法。
【請求項１１】
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定するス
テップ、
　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させるステップ、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、超音波検査装置、超音波検査方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば医療分野などでは、超音波を検査対象に当てて検査対象から生じる反響を画像化
し、得られた画像に基づいて検査を行う検査法（超音波検査）が広く用いられている。ま
た、例えば超音波検査を行うための装置である超音波検査装置に関する技術も開発されて
いる。超音波検査装置に関する技術としては、例えば下記の特許文献１に記載の技術が挙
げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２８１０９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　超音波検査を受ける被験者（以下、「検査対象」と示す。）には、例えば、性別や人種
、体格などにおいて様々な個人差がある。そのため、例えば一定の周波数の音波（定常音
として人間の耳に感じない音である、いわゆる「超音波」を含む。以下、同様とする。）
を用いた超音波検査を、複数の検査対象それぞれに対して行う場合には、得られる検査画
像（発生された音波が検査対象に当たった結果、検査対象から生じる反響を示す画像。以
下、同様とする。）が相違することとなる。よって、検査対象に対して超音波検査を行う
場合には、検査対象に対応する周波数の音波を用いることが、例えば医師や検査技師など
の検査者がより検査をし易い検査画像を得る上において、ひいては、例えば超音波検査の
精度の向上を図る上において、望ましい。
【０００５】
　ここで、例えば特許文献１に記載の技術では、単一のプローブ（探触子）から複数の周
波数の超音波を送信することによって、検査対象の浅い部位から深い部位までを同時に画
像化する。よって、例えば特許文献１に記載の技術を用いて超音波検査が行われる場合に
は、検査対象に対応する周波数の音波が、結果的に用いられる可能性はある。
【０００６】
　しかしながら、例えば特許文献１に記載の技術では、検査対象に対応する周波数の音波
を用いることについて特段の考慮はなされていない。よって、例えば特許文献１に記載の
技術を用いたとしても、検査者は、検査対象に対応する周波数の音波で超音波検査を行う
ことができるとは限らない。
【０００７】
　本開示では、検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音波検査を、検査者に行わせ
ることが可能な、新規かつ改良された超音波検査装置、超音波検査方法、およびプログラ
ムを提案する。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示によれば、検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周
波数を設定する周波数設定部と、音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波
を発生させる音波発生制御部と、を備える、超音波検査装置が提供される。
【０００９】
　また、本開示によれば、検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応
する周波数を設定するステップと、音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音
波を発生させるステップと、を有する、超音波検査方法が提供される。
【００１０】
　また、本開示によれば、検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応
する周波数を設定するステップ、音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波
を発生させるステップ、をコンピュータに実行させるためのプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示によれば、検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音波検査を、検査者に行
わせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態に係る変換情報の一例を示す説明図である。
【図２】本実施形態に係る超音波検査装置が処理する検査画像の一例を示す説明図である
。
【図３】本実施形態に係る超音波検査装置が処理する検査画像の一例を示す説明図である
。
【図４】本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理の一例を示す流れ図である。
【図５】本実施形態に係る周波数調整処理の一例を示す流れ図である。
【図６】本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理の他の例を示す流れ図である。
【図７】本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法に
係る処理の第１の例を示す流れ図である。
【図８】本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法に
係る処理の第２の例を示す流れ図である。
【図９】本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法に
係る処理の第３の例を示す流れ図である。
【図１０】本実施形態に係る超音波検査装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図１１】本実施形態に係る超音波検査装置のハードウェア構成の一例を示す説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１４】
　また、以下では、下記に示す順序で説明を行う。
　　１．本実施形態に係る超音波検査方法
　　２．本実施形態に係る超音波検査装置
　　３．本実施形態に係るプログラム
【００１５】
（本実施形態に係る超音波検査方法）
　本実施形態に係る超音波検査装置の構成について説明する前に、まず、本実施形態に係
る超音波検査方法について説明する。以下では、本実施形態に係る超音波検査方法に係る
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処理を、本実施形態に係る超音波検査装置が行う場合を例に挙げて説明する。
【００１６】
　上述したように、検査対象に対して超音波検査を行う場合には、検査対象に対応する周
波数の音波を用いることが、例えば超音波検査の精度の向上を図る上において、望ましい
。そこで、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象を示す検査対象情報に基づいて
、検査対象に対応する周波数を設定する（周波数設定処理）。そして、本実施形態に係る
超音波検査装置は、音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させる
（音波発生制御処理）。
【００１７】
　ここで、本実施形態に係る検査対象情報としては、例えば、検査対象を分類する情報、
検査部位を示す情報、検査対象の疾病内容を示す情報、検査対象の状態を示す情報、のう
ちの１または２以上を示すデータが挙げられる。検査対象を分類する情報としては、例え
ば、検査対象の性別や、年齢（または、年代や、成人／小児など）、肥満度（例えば、Ｂ
ＭＩ（Body　Mass　Index）値など）、国籍（または人種）のうちの、１または２以上を
示すデータが挙げられる。また、検査部位を示す情報としては、例えば、臓器や、腹部や
手、足などの部位を示すデータが挙げられる。また、検査対象の疾病内容を示す情報とし
ては、例えば、病名や、疾病の進行状態などを示すデータが挙げられる。また、検査対象
の状態を示す情報としては、例えば、検査対象の食事状況（例えば、検査前に食事をとっ
た直近の時間や、食事内容など）を示すデータが挙げられる。
【００１８】
（１）周波数設定処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、使用する検査対象情報を特定し、特定された検査
対象情報に基づいて、検査対象に対応する周波数を設定する。
【００１９】
　より具体的には、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、検査者などによるユー
ザ操作（例えば、入力操作や、選択操作など）に基づいて、周波数設定処理において使用
する検査対象情報を特定する。なお、本実施形態に係る超音波検査装置における、使用す
る検査対象情報の特定方法は、上記に限られない。例えば、本実施形態に係る超音波検査
装置は、電子カルテシステムなどの、他のシステムを構成する外部装置と通信を行い、検
査対象に対応する検査対象情報を当該外部装置から取得することによって、使用する検査
対象情報を特定してもよい。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、検査対象を示
すデータ（例えば、検査対象のＩＤなど）と検査対象情報の送信命令とを含む検査対象情
報送信要求を、上記外部装置に送信することによって、検査対象に対応する検査対象情報
を当該装置から取得する。また、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、本実施形
態に係る超音波検査装置が備える記憶部（後述する）に記憶されている検査対象情報の中
から、検査対象に対応する検査対象情報を読み出すことによって、使用する検査対象情報
を特定してもよい。
【００２０】
　使用する検査対象情報が特定されると、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、
特定された検査対象情報と、検査対象情報と周波数とが対応付けられたテーブルなどの変
換情報とを用いて、特定された検査対象情報に対応する周波数を設定する。
【００２１】
　図１は、本実施形態に係る変換情報の一例を示す説明図であり、検査対象を分類する情
報（図１に示す成人／小児）と、腹部、…などの検査部位を示す情報とが対応付けられた
テーブルの一例を示している。なお、本実施形態に係る変換情報が、図１に示す例に限ら
れないことは、言うまでもない。
【００２２】
　例えば、特定された検査対象情報が、“大人”、“腹部”を示す場合には、本実施形態
に係る超音波検査装置は、図１に示すような変換情報を用いることによって、６［ＭＨｚ
］の周波数を設定することができる。なお、本実施形態に係る超音波検査装置は、特定さ



(6) JP 2013-172791 A 2013.9.5

10

20

30

40

50

れた検査対象情報に含まれるデータの種類（または、含まれるデータの組合せ）に基づい
て、複数の変換情報の中から、特定された検査対象情報に対応する変換情報を特定しても
よい。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、特定された検査対象情報に含まれる
データの種類に対応する変換情報を、記憶部（後述する）から読み出す、または、外部記
録媒体や外部装置から取得することによって、特定された検査対象情報に対応する変換情
報を特定する。
【００２３】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上記のような処理を行うことによって、
検査対象に対応する周波数を設定する。
【００２４】
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置における周波数設定処理は、上記に示す処理に
限られない。例えば、変換情報において周波数の範囲が規定されている場合には、本実施
形態に係る超音波検査装置は、検査対象情報に基づいて検査対象に対応する周波数の範囲
を特定し、特定された周波数の範囲内において設定する周波数をシフトさせてもよい（周
波数の仮設定処理に相当する。）。周波数の仮設定処理を行う場合には、本実施形態に係
る超音波検査装置は、例えば、仮に設定された周波数から得られた検査画像に基づき判定
される検査状態の判定結果に基づいて、シフトさせている周波数の中から、検査対象に対
応する周波数を設定する（周波数の本設定処理に相当する。）。
【００２５】
　つまり、本実施形態に係る超音波検査装置は、周波数設定処理として、いわゆる周波数
のキャリブレーションを行うことも可能である。なお、本実施形態に係る検査画像に基づ
く検査状態の判定処理については、後述する。
【００２６】
（２）音波発生制御処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、外部装置としてのプローブ、または、本
実施形態に係る超音波検査装置が備えるプローブ（以下では、総称して、「本実施形態に
係るプローブ」と示す場合がある。）に、上記（１）の処理（周波数設定処理）において
設定された周波数に対応する電圧を印加する。設定された周波数に対応する電圧を印加す
ることによって、本実施形態に係るプローブは、上記（１）の処理（周波数設定処理）に
おいて設定された周波数の音波を発生することとなる。
【００２７】
　ここで、本実施形態に係るプローブは、例えば、音波発生デバイスと、バッキング材と
、音響レンズと、音響整合層とを備える。
【００２８】
　音波発生デバイスは、例えば、圧電素子や水晶振動子などで構成され、印加される電圧
に応じて音波を発生させる。また、音波発生デバイスは、例えば、検査対象から生じる反
響（外部からの圧）を信号（電圧の変化）とする変換器としての役目を果たす。本実施形
態に係る超音波検査装置は、プローブから伝達される上記信号を受信することによって、
検査画像を得ることができる。
【００２９】
　バッキング材は、音波発生デバイスにおける音波発生させる方向の反対側に設けられ、
音波発生させる方向とは反対方向に伝搬される音波を吸収し、また、振動を抑制する役目
を果たす。音響レンズは、例えばシリコンゴムなどで構成され、音波発生デバイスにより
発生された超音波を収束させる役目を果たす。音響整合層は、音波発生デバイスと音響レ
ンズとの間に設けられ、音波発生デバイスと検査対象との音響インピーダンスの相違によ
り生じる音波の反射を低減させる役目を果たす。
【００３０】
　本実施形態に係るプローブは、例えば、音波発生デバイスと、バッキング材と、音響レ
ンズと、音響整合層とを備えることによって、本実施形態に係る超音波検査装置により印
加される電圧（本実施形態に係る超音波検査装置が送信する信号電圧）に応じた周波数の
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音波を、発生させる。なお、本実施形態に係るプローブの構成は、上記に限られない。例
えば、本実施形態に係るプローブは、超音波検査において検査対象に対して与えている圧
力値を測定可能な圧力センサや、角速度センサ、３軸加速度センサなどの各種センサを備
えていてもよい。また、本実施形態に係るプローブは、例えば、本実施形態に係る超音波
検査装置により印加される電圧に応じた周波数の音波を発生させることが可能な、任意の
構成をとることができる。
【００３１】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理とし
て、例えば、上記（１）の処理（周波数設定処理）、および上記（２）の処理（音波発生
制御処理）を行う。ここで、本実施形態に係る超音波検査装置は、上記（１）の処理（周
波数設定処理）において、検査対象に対応する周波数を設定し、上記（２）の処理（音波
発生制御処理）において、プローブに設定された周波数の音波を発生させる。
【００３２】
　したがって、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象に対応する周波数の音波を
用いた超音波検査を、検査者に行わせることができる。
【００３３】
　なお、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理は、上記（１）の処理（周波数設定
処理）、および上記（２）の処理（音波発生制御処理）に限られない。
【００３４】
　例えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像の鮮明度に基づいて検査状態を
判定する処理を、さらに行うことも可能である（検査状態判定処理）。本実施形態に係る
超音波検査装置は、例えば、検査画像から検出（または算出）される鮮明度と、所定の閾
値とを用いた閾値処理を行い、鮮明度が閾値を超えた場合（または、鮮明度が閾値以上と
なった場合）に、検査状態が正常であると判定する。また、本実施形態に係る超音波検査
装置は、例えば、上記閾値処理の結果、鮮明度が閾値以下の場合（または、鮮明度が閾値
未満の場合）に、検査状態が正常ではないと判定する。
【００３５】
　ここで、本実施形態に係る検査画像の鮮明度としては、例えば、検査画像から検出され
た輪郭の検出レベルが挙げられる。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、検査画
像から輪郭を検出して、検出された輪郭を、閾値処理などによって複数の検出レベルに分
類する。そして、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像から検出された輪郭の検
出レベルを検査画像の鮮明度とする。なお、本実施形態に係る検査画像の鮮明度は、上記
に限られない。例えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、ニトカ法やＲｕｄｉｎｇｅ
ｒ＆Ｓｐｉｅｇｌｅｒ法などを用いて、検査画像の鮮鋭度に関する評価値を算出し、算出
された評価値を検査画像の鮮明度とすることも可能である。
【００３６】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像から鮮明度を検出（または算出）
する前処理として、検査画像に対する画像処理を行ってもよい。本実施形態に係る超音波
検査装置は、例えば、検査対象や、検査対象における検査部位によって、検査画像に対す
る画像処理の内容を変える。
【００３７】
　より具体的には、例えば、胎児（検査対象の一例）を示す検査画像を処理する場合や、
心臓や血管（検査対象の検査部位の一例）を示す検査画像を処理する場合には、本実施形
態に係る超音波検査装置は、例えば、胎児の動きや拍動、脈動に対応するために、動き補
償などの動画像処理を行う。また、例えば、肝臓や胆嚢、膵臓、脾臓、子宮、甲状腺など
（検査対象の検査部位の一例）を示す検査画像を処理する場合には、検査部位がほぼ静止
しているので、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、コントラスト処理や輪郭抽
出処理、エッジ処理などの静止画像処理を行う。また、本実施形態に係る超音波検査装置
は、上記動画像処理を行う場合と、上記静止画像処理を行う場合とにおいて、ノイズ処理
の内容を変えてもよい。本実施形態に係る超音波検査装置は、上記動画像処理を行う場合
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には、例えば、動画像を構成する、時間的に連続する複数の静止画像（フレーム画像）の
対応する画素値の加算平均をとることによって、ノイズを低減する。また、本実施形態に
係る超音波検査装置は、上記静止画像処理を行う場合には、例えば、補間処理を行うこと
によって、ノイズを低減する。
【００３８】
　例えば、検査画像から鮮明度を検出（または算出）する前処理として、検査画像に対す
る画像処理を行うことによって、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査状態判定処理
の判定精度をさらに向上させることができる。
【００３９】
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置における検査状態判定処理は、上記に限られな
い。例えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像に基づいて、超音波検査にお
いて検査対象に塗布されるジェル（またはゼリー）の塗布の状態を、さらに判定してもよ
い。
【００４０】
　図２、図３は、本実施形態に係る超音波検査装置が処理する検査画像の一例を示す説明
図である。図２は、検査対象に塗布されるジェルの塗布状態により変化する検査画像の一
例を示しており、検査対象に塗布されるジェルの量が“図２のＡ＞図２のＢ＞図２のＣ＞
図２のＤ”の関係を有する場合における検査画像の一例を示している。また、図３は、検
査対象に塗布されるジェルの塗布状態により変化する検査画像の他の例を示しており、ジ
ェルの塗りむらが存在する場合における検査画像の一例を示している。ここで、図３に示
すＡは、両端接触（真ん中抜け）の状態における検査画像の一例を示している。また、図
３に示すＢは、左端が少し浮いた状態における検査画像の一例を示しており、図３に示す
Ｃは、左端が浮いた状態における検査画像の一例を示している。
【００４１】
　図２、図３に示すように、検査対象に塗布されるジェルの塗布の状態によって、検査画
像は変化する。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、ジェルの各塗布状態を示す
基準画像と、検査画像とに基づいて、ジェルの塗布状態を判定する。
【００４２】
　例えば上記のような検査状態判定処理をさらに行うことによって、本実施形態に係る超
音波検査装置は、上記（１）の処理（周波数設定処理）において、上述した周波数のキャ
リブレーションを実現することができる。また、検査状態判定処理を行うことによって、
本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば下記の第１の例～第５の例に示す処理をさら
に実現することができる。
【００４３】
［１］第１の例に係る処理：周波数調整処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、上記検査状態判定処理における検査状態の判定結
果に基づいて、設定した周波数を調整する（周波数調整処理）。
【００４４】
　図４は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理の一例を示す流れ図である。図４
は、本実施形態に係る超音波検査装置が、周波数の調整処理を行う場合における、本実施
形態に係る超音波検査方法に係る処理の一例を示している。ここで、図４に示すステップ
Ｓ１００の処理が、上記（１）の処理（周波数設定処理）に該当し、図４に示すステップ
Ｓ１０２の処理が、上記（２）の処理（音波発生制御処理）に該当する。
【００４５】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象情報に基づいて、検査対象に対応する周
波数を設定する（Ｓ１００）。
【００４６】
　ステップＳ１００において周波数が設定されると、本実施形態に係る超音波検査装置は
、設定された周波数の音波をプローブに発生させる（Ｓ１０２）。
【００４７】
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　本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ１０２において発生させた音波が検査
対象に当たった結果検査対象から生じる反響を示す画像である、検査画像に基づいて、周
波数を調整する（Ｓ１０４：周波数調整処理）。
【００４８】
　図５は、本実施形態に係る周波数調整処理の一例を示す流れ図である。
【００４９】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像に基づいて周波数の調整を行うか否かを
判定する（Ｓ２００）。より具体的には、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像
に基づいて、上記検査状態判定処理を行う。そして、本実施形態に係る超音波検査装置は
、例えば、検査画像に基づく検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”を
示さない場合に、周波数の調整を行うと判定し、上記検査状態判定処理の結果が“検査状
態が正常であること”を示す場合には、周波数の調整を行うと判定しない。
【００５０】
　ステップＳ２００において周波数の調整を行うと判定されない場合には、本実施形態に
係る超音波検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理を終了する。
【００５１】
　また、ステップＳ２００において周波数の調整を行うと判定された場合には、本実施形
態に係る超音波検査装置は、設定されている周波数を特定量下げる（Ｓ２０２）。ここで
、本実施形態に係る超音波検査装置が周波数を調整する特定量は、予め設定されている固
定値であってもよいし、本実施形態に係る超音波検査装置のユーザ（例えば、検査者など
）などによって変更可能な可変値であってもよい。
【００５２】
　ステップＳ２０２の処理を行うと、本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に
係る周波数調整処理を終了するか否かを判定する（Ｓ２０４）。本実施形態に係る超音波
検査装置は、変更された周波数の音波により得られた検査画像に基づいて、上記検査状態
判定処理を行う。そして、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、検査画像に基づ
く上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”を示さない場合に、周波
数の調整を終了すると判定せず、上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常である
こと”を示す場合には、周波数の調整を終了すると判定する。
【００５３】
　ステップＳ２０４において周波数の調整を終了すると判定された場合には、本実施形態
に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理を終了する。
【００５４】
　また、ステップＳ２０４において周波数の調整を終了すると判定されない場合には、本
実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像のコントラストが、ステップＳ２０２におい
て周波数を変更する前における検査画像のコントラストよりも上がったか否かを判定する
（Ｓ２０６）。なお、図５に示すステップＳ２０６では、本実施形態に係る超音波検査装
置が、検査画像のコントラストに基づく判定を行う例を示しているが、本実施形態に係る
超音波検査装置における処理は、上記に限られない。例えば、本実施形態に係る超音波検
査装置は、ステップＳ２０６において、検査画像の鮮明度などの検査画像から得られる他
の尺度に基づく判定を行ってもよい。以下では、本実施形態に係る超音波検査装置が、図
５に示すように、検査画像のコントラストに基づく判定を行う場合を例に挙げて説明する
。
【００５５】
　ステップＳ２０６において検査画像のコントラストが上がったと判定された場合には、
本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ２０２からの処理を繰り返す。
【００５６】
　また、ステップＳ２０６において検査画像のコントラストが上がったと判定されない場
合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、設定されている周波数を特定量上げる（Ｓ
２０８）。
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【００５７】
　ステップＳ２０８の処理を行うと、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ２
０４と同様に、本実施形態に係る周波数調整処理を終了するか否かを判定する（Ｓ２１０
）。
【００５８】
　ステップＳ２１０において周波数の調整を終了すると判定された場合には、本実施形態
に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理を終了する。
【００５９】
　また、ステップＳ２１０において周波数の調整を終了すると判定されない場合には、本
実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ２０６と同様に、検査画像のコントラスト
が、ステップＳ２０８において周波数を変更する前における検査画像のコントラストより
も上がったか否かを判定する（Ｓ２１２）。
【００６０】
　ステップＳ２１２において検査画像のコントラストが上がったと判定された場合には、
本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ２０８からの処理を繰り返す。
【００６１】
　また、ステップＳ２１２において検査画像のコントラストが上がったと判定されない場
合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理を終了す
る。
【００６２】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理として、例えば
図５に示す処理を行う。例えば図５に示す処理を行うことによって、本実施形態に係る超
音波検査装置は、上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”を示す検
査画像が得られる可能性を、より高めることができる。
【００６３】
　なお、本実施形態に係る周波数調整処理は、図５に示す処理に限られない。例えば、本
実施形態に係る超音波検査装置は、周波数を上げる方向に調整した後に、周波数を下げる
方向に調整してもよい。
【００６４】
　再度図４を参照して、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理の一例について説明
する。ステップＳ１０４における周波数調整処理が終了すると、本実施形態に係る超音波
検査装置は、検査を終了するか否かを判定する（Ｓ１０６）。本実施形態に係る超音波検
査装置は、例えば、本実施形態に係る超音波検査装置のユーザなどのユーザ操作に基づい
て、検査を終了するか否かを判定する。
【００６５】
　ステップＳ１０６において検査を終了すると判定されない場合には、本実施形態に係る
超音波検査装置は、ステップＳ１０２からの処理を繰り返す。また、ステップＳ１０６に
おいて検査を終了すると判定されない場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、本
実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を終了する。
【００６６】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理とし
て、例えば図４に示す処理を行う。図４に示す処理を行う場合、本実施形態に係る超音波
検査装置は、本実施形態に係る周波数調整処理によって、上記検査状態判定処理の結果が
“検査状態が正常であること”を示す検査画像が得られる可能性を、より高めることがで
きる。したがって、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば図４に示す処理を行うこ
とによって、検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音波検査を、検査者に行わせる
ことができる可能性を、より向上させることができる。
【００６７】
［２］第２の例に係る処理：通知制御処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、本実施形態に係る超音波検査装置が備え
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る通知部（後述する）、および／または、外部装置に、上記検査状態判定処理における検
査状態の判定結果に基づく通知を行わせる（通知制御処理）。
【００６８】
　本実施形態に係る通知の方法としては、例えば、文字や画像、ランプの点灯などを用い
ることによる視覚的な通知方法や、音声（音楽やビープ音などを含む。以下、同様とする
。）を用いた聴覚的な通知方法など、ユーザの感覚に訴える方法が挙げられる。より具体
的には、本実施形態に係る通知の方法としては、例えば、通知内容にそれぞれ対応する複
数の色のランプのうちの、通知内容に対応するランプを点灯させることや、通知内容に応
じてランプの点滅方法を変えることが挙げられる（視覚的な通知方法の一例）。また、本
実施形態に係る通知の方法としては、例えば、通知内容にそれぞれ対応する音声のうちの
、通知内容に対応する音声を再生させることが挙げられる（聴覚的な通知方法の一例）。
【００６９】
　また、本実施形態に係る通知内容としては、例えば、“検査状態が正常であること”や
“検査状態が正常ではないこと”など、上記検査状態判定処理における検査状態の判定結
果が挙げられる。なお、本実施形態に係る通知内容は、上記検査状態判定処理における検
査状態の判定結果に限られない。例えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、上記検査
状態判定処理において、検査画像に基づいてジェルの塗布状態を判定している場合には、
超音波検査において検査対象に塗布されるジェルの塗布の状態を、通知させてもよい。
【００７０】
　通知部（後述する）に通知を行わせる場合、本実施形態に係る超音波検査装置は、例え
ば、通知を制御する制御信号（または制御データ）を通知部（後述する）に伝達すること
によって、通知部（後述する）に上記検査状態判定処理における検査状態の判定結果に基
づく通知を行わせる。ここで、本実施形態に係る通知を制御する制御信号、制御データに
は、例えば、通知を実行させるための通知命令が含まれる。また、本実施形態に係る通知
を制御する制御信号、制御データには、例えば、通知内容を示すデータ（例えば、画像デ
ータや音声データなど）がさらに含まれていてもよい。
【００７１】
　また、外部装置に通知を行わせる場合、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、
ネットワークを介して（あるいは、直接的に）有線または無線で接続された外部装置に、
通知を制御する制御データを送信することによって、外部装置に上記検査状態判定処理に
おける検査状態の判定結果に基づく通知を行わせる。本実施形態に係るネットワークとし
ては、例えば、ＬＡＮ（Local　Area　Network）やＷＡＮ（Wide　Area　Network）など
の有線ネットワーク、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ：Wireless　Local　Area　Network）などの
無線ネットワーク、あるいは、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission　Control　Protocol/Intern
et　Protocol）などの通信プロトコルを用いたインターネットなどが挙げられる。
【００７２】
　本実施形態に係る超音波検査装置が、上記のような通知制御処理を行うことによって、
例えば検査者は、現在の超音波検査の状態を把握することが可能となるので、検査者は、
検査状態の改善を図ることができる。つまり、本実施形態に係る通知制御処理によって実
現される通知は、検査者などに対する現在の超音波検査の状態のフィードバックに相当す
る。したがって、本実施形態に係る超音波検査装置が、上記のような通知制御処理（フィ
ードバック処理にも該当する。）を行うことによって、検査対象に対応する周波数の音波
を用いて検査者が行う超音波検査の精度を、より向上させることができる。
【００７３】
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置における通知制御処理は、上記に示す処理に限
られない。本実施形態に係る超音波検査装置における通知制御処理の他の例については、
後述する第４の例に係る処理において説明する。
【００７４】
　図６は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理の他の例を示す流れ図である。図
６は、本実施形態に係る超音波検査装置が、通知制御処理を行う場合における、本実施形
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態に係る超音波検査方法に係る処理の一例を示している。ここで、図６に示すステップＳ
３００の処理が、上記（１）の処理（周波数設定処理）に該当し、図６に示すステップＳ
３０２の処理が、上記（２）の処理（音波発生制御処理）に該当する。また、図６に示す
ステップＳ３００の処理が、上記通知制御処理に該当する。
【００７５】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象情報に基づいて、検査対象に対応する周
波数を設定する（Ｓ３００）。
【００７６】
　ステップＳ３００において周波数が設定されると、本実施形態に係る超音波検査装置は
、設定された周波数の音波をプローブに発生させる（Ｓ３０２）。
【００７７】
　ステップＳ３０２の処理を行うと、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査者などに
対するフィードバックを行うか否かを判定する（Ｓ３０４）。本実施形態に係る超音波検
査装置は、例えば、本実施形態に係る通知制御処理を行う設定がなされている場合に、フ
ィードバックを行うと判定する。
【００７８】
　ステップＳ３０４において検査者などに対するフィードバックを行うと判定されない場
合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、後述するステップＳ３０８の処理を行う。
【００７９】
　また、ステップＳ３０４において検査者などに対するフィードバックを行うと判定され
た場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、通知部（後述する）、および／または
、外部装置に、通知を行わせる（Ｓ３０６）。より具体的には、本実施形態に係る超音波
検査装置は、例えば、ステップＳ３０２において発生させた音波により得られた検査画像
に基づいて、上記検査状態判定処理を行う。そして、本実施形態に係る超音波検査装置は
、例えば、検査画像に基づく上記検査状態判定処理の結果に対応する通知を制御する制御
データを、通知部（後述する）に伝達すること、および／または、当該制御データを外部
装置に送信することによって、ステップＳ３０６の処理を行う。
【００８０】
　ステップＳ３０４において検査者などに対するフィードバックを行うと判定されない場
合、または、ステップＳ３０６の処理が行われた場合には、本実施形態に係る超音波検査
装置は、図２のステップＳ１０６と同様に、検査を終了するか否かを判定する（Ｓ３０８
）。
【００８１】
　ステップＳ３０８において検査を終了すると判定されない場合には、本実施形態に係る
超音波検査装置は、ステップＳ３０２からの処理を繰り返す。また、ステップＳ３０８に
おいて検査を終了すると判定されない場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、本
実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を終了する。
【００８２】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理とし
て、例えば図６に示す処理を行う。図６に示す処理を行う場合、本実施形態に係る超音波
検査装置は、本実施形態に係る通知制御処理によって、現在の超音波検査の状態に関する
通知（上記検査状態判定処理における検査状態の判定結果に基づく通知。フィードバック
の一例）を行わせる。よって、例えば、本実施形態に係る超音波検査装置が行わせた通知
を受けた検査者は、現在の超音波検査の状態を把握することが可能となるので、検査者は
、検査状態の改善を図ることができる。したがって、例えば図６に示す処理を行うことに
よって、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象に対応する周波数の音波を用いて
検査者が行う超音波検査の精度を、より向上させることができる。
【００８３】
［３］第３の例に係る処理：記録制御処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上記検査状態判定処理における検査状態
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の判定結果に基づいて、正常な検査が行われている状態を示す基準検査状態情報を選択的
に記録させる（記録制御処理）。より具体的には、本実施形態に係る超音波検査装置は、
例えば、検査画像に基づく上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”
を示す場合に、基準検査状態情報を記録媒体に記録させる。また、本実施形態に係る超音
波検査装置は、例えば、上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”を
示さない場合には、基準検査状態情報を記録媒体に記録させない。
【００８４】
　ここで、本実施形態に係る基準検査状態情報としては、例えば、上記検査状態判定処理
の結果が“検査状態が正常であること”を示す場合における、プローブの位置（検査位置
）や、プローブの傾きを示すデータが挙げられる。本実施形態に係る超音波検査装置にお
ける、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとの特定方法については、後述す
る。
【００８５】
　なお、本実施形態に係る基準検査状態情報は、上記に限られない。例えば、本実施形態
に係るプローブが圧力センサを備えている場合には、本実施形態に係る基準検査状態情報
には、例えば、上記検査状態判定処理の結果が“検査状態が正常であること”を示すとき
における、プローブから取得されたプローブの圧力値を示すデータが含まれていてもよい
。
【００８６】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置が基準検査状態情報を記録させる記録媒体とし
ては、例えば、本実施形態に係る超音波検査装置が備える記憶部（後述する）や、本実施
形態に係る超音波検査装置に接続された着脱可能な外部記録媒体、本実施形態に係る超音
波検査装置とネットワークを介して（または直接的に）有線または無線で接続された外部
装置が備える記録媒体などが挙げられる。外部装置が備える記録媒体に基準検査状態情報
を記憶させる場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、基準検査状態情報
と当該基準検査状態情報を記録させるための記録命令とを、外部装置に対して送信するこ
とによって、外部装置が備える記録媒体に基準検査状態情報を記憶させる。
【００８７】
　上記のように、本実施形態に係る基準検査状態情報は、正常な検査が行われている状態
における検査位置（プローブの位置）やプローブの傾きなどを示す。よって、本実施形態
に係る超音波検査装置が、基準検査状態情報を記録媒体に記録させることによって、本実
施形態に係る超音波検査装置は、例えば、基準検査状態情報を用いた、正常な検査が行わ
れている状態を基準として行う処理（例えば、後述する第４の例に係る処理（通知制御処
理））を、さらに実現することができる。また、本実施形態に係る超音波検査装置が、基
準検査状態情報を記録媒体に記録させることによって、例えば、外部装置に、基準検査状
態情報を用いた正常な検査が行われている状態を基準として行う処理（例えば、後述する
第４の例に係る処理と同様の処理）を行わせることができる。
【００８８】
　なお、本実施形態に係る基準検査状態情報は、超音波検査を受ける患者などに対して行
われる実際の超音波検査が行われるときに、本実施形態に係る超音波検査装置が記録制御
処理を行うことによって記録されるが、本実施形態に係る基準検査状態情報は、上記に限
られない。例えば、本実施形態に係る基準検査状態情報は、検査技量の高い検査者などに
よる、基準検査状態情報を記録させるための仮の超音波検査が行われるときに、本実施形
態に係る超音波検査装置が記録制御処理を行うことによって記録されてもよい。
【００８９】
　ここで、本実施形態に係る超音波検査装置における、プローブの位置（検査位置）と、
プローブの傾きとの特定方法の一例について、説明する。
【００９０】
〔３－１〕第１の特定方法に係る処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、マーカが付されたプローブと検査対象と
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を撮像した撮像画像に基づいて、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとを特
定する。
【００９１】
　図７は、本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法
に係る処理の第１の例を示す流れ図である。ここで、図７は、本実施形態に係る超音波検
査装置が、マーカが付されたプローブと検査対象とを撮像する撮像装置から送信される、
撮像画像を示す画像信号（画像データ）に基づいて、プローブの位置（検査位置）と、プ
ローブの傾きとを特定する処理の一例を示している。
【００９２】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象に対応するテンプレート画像（例えば、
人型テンプレート画像）と、撮像画像とに基づいて、検査対象の輪郭を検出する（Ｓ４０
０）。ここで、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上記（１）の処理（周波数
設定処理）において特定された検査対象情報に基づいて、検査対象に対応するテンプレー
ト画像を、記憶部（後述する）から読み出す。また、本実施形態に係る超音波検査装置は
、例えば、上記検査対象情報に基づいて、検査対象に対応するテンプレート画像を、外部
装置から取得してもよい。
【００９３】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ４００における検出結果に基づいて、
検査対象の位置を特定する（Ｓ４０２）。ここで、ステップＳ４０２の処理は、例えば、
プローブの位置（検査位置）を特定するための基準座標軸を設定する処理に相当する。
【００９４】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、撮像画像に基づいてプローブに付されたマーカを
検出する（Ｓ４０４）。
【００９５】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ４０２において特定された検査対象の
位置と、ステップＳ４０４において検出されたマーカとに基づいて、プローブの位置を特
定する（Ｓ４０６）。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、ステップＳ４０４に
おいて設定される基準座標軸における、検出されたマーカの座標を決定することによって
、ステップＳ４０６の処理を行う。
【００９６】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ４０４において検出されたマー
カの形状に基づいて、ステップＳ４０４において設定される基準座標軸における、プロー
ブのｘ、ｙ、ｚ軸方向の傾きを特定する（Ｓ４０８）。本実施形態に係る超音波検査装置
は、例えば、マーカの基準形状を示すデータと、撮像画像に基づき検出されるマーカの形
状とに基づいて、プローブのｘ、ｙ、ｚ軸方向の傾きを推定することによって、ステップ
Ｓ４０８の処理を行う。
【００９７】
　なお、図７では、ステップＳ４０６の処理が行われた後にステップＳ４０８の処理が行
われる例を示してるが、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ４０６の処理と
、ステップＳ４０８の処理とを独立に行うことが可能である。よって、本実施形態に係る
超音波検査装置は、例えば、ステップＳ４０８の処理の後に、ステップＳ４０６の処理を
行ってもよいし、ステップＳ４０６の処理と、ステップＳ４０８の処理とを同期して行っ
てもよい。
【００９８】
　ステップＳ４０６、Ｓ４０８の処理によって、ある時点におけるプローブの位置、傾き
が特定される。
【００９９】
　ステップＳ４０６、Ｓ４０８の処理が完了すると、本実施形態に係る超音波検査装置は
、プローブの位置、傾きの検出を終了するか否かを判定する（Ｓ４１０）。本実施形態に
係る超音波検査装置は、例えば、本実施形態に係る超音波検査装置のユーザなどのユーザ
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操作に基づいて、プローブの位置、傾きの検出を終了するか否かを判定する。
【０１００】
　ステップＳ４１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定されない場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ４０４からの処理を繰り返す。ま
た、ステップＳ４１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定された場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブの位置（検査位置）とプローブの傾
きとの特定方法に係る処理を終了する。
【０１０１】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、図７に示す処理を行うことによって、各
時点におけるプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとをそれぞれ特定することが
できる。
【０１０２】
〔３－２〕第２の特定方法に係る処理
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置における、プローブの位置（検査位置）とプロ
ーブの傾きとの特定方法に係る処理は、図７に示す第１の例に係る処理に限られない。例
えば、プローブが角速度センサと３軸加速度センサとを備える場合には、本実施形態に係
る超音波検査装置は、プローブから得られる当該センサの検出値と、検査画像とに基づい
て、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとを特定することも可能である。
【０１０３】
　図８は、本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法
に係る処理の第２の例を示す流れ図である。ここで、図８は、本実施形態に係る超音波検
査装置が、プローブから得られる角速度センサの検出値、加速度センサの検出値、および
検査画像に基づいて、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとを特定する処理
の一例を示している。
【０１０４】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査画像に基づいて、プローブにおける、検査対
象の表面（例えば体表）との傾きを検出する（Ｓ５００）。本実施形態に係る超音波検査
装置は、例えば、検査画像に基づいて、検査対象の表面（例えば体表）の線を検出するこ
とによって、ステップＳ５００の処理を行う。
【０１０５】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ５００において検出した検査対象の表
面の形状と、検査対象に対応するテンプレート画像（例えば、人型テンプレート画像）と
に基づいて、検査対象における検査位置を特定する（Ｓ５０２）。ここで、本実施形態に
係る超音波検査装置は、例えば、図７に示すステップＳ４００と同様に、検査対象に対応
するテンプレート画像を取得する。また、ステップＳ５０２の処理は、例えば、プローブ
の位置（検査位置）を特定するための基準座標軸を設定する処理に相当する。
【０１０６】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブが備える角速度センサの検出値に基づい
て、水平面に対するプローブの傾きを検出し、角度補正を行う（Ｓ５０４）。また、本実
施形態に係る超音波検査装置は、プローブが備える加速度センサの検出値に基づいて、プ
ローブの移動距離を算出する（Ｓ５０６）。本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば
、加速度センサの検出値を積分して速度を算出し、さらに算出した速度を積分することに
よって、ステップＳ５０６の処理を行う。
【０１０７】
　なお、図８では、ステップＳ５０４の処理が行われた後にステップＳ５０６の処理が行
われる例を示してるが、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ５０４の処理と
、ステップＳ５０６の処理とを独立に行うことが可能である。よって、本実施形態に係る
超音波検査装置は、例えば、ステップＳ５０６の処理の後に、ステップＳ５０４の処理を
行ってもよいし、ステップＳ５０４の処理と、ステップＳ５０６の処理とを同期して行っ
てもよい。
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【０１０８】
　ステップＳ５０４、Ｓ５０６の処理が完了すると、本実施形態に係る超音波検査装置は
、ステップＳ５０４の処理の結果およびステップＳ５０６の処理の結果に基づいて、プロ
ーブの検出対象における位置と、プローブの検出対象に対する傾きとを特定する（Ｓ５０
８）。ステップＳ５０８の処理によって、ある時点における、検出対象におけるプローブ
の位置、プローブの検出対象に対する傾きとが特定される。
【０１０９】
　ステップＳ５０８の処理が完了すると、本実施形態に係る超音波検査装置は、図７のス
テップＳ４１０と同様に、プローブの位置、傾きの検出を終了するか否かを判定する（Ｓ
５１０）。
【０１１０】
　ステップＳ５１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定されない場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ５０４からの処理を繰り返す。ま
た、ステップＳ５１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定された場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブの位置（検査位置）とプローブの傾
きとの特定方法に係る処理を終了する。
【０１１１】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、図８に示す処理を行うことによって、各
時点におけるプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとをそれぞれ特定することが
できる。
【０１１２】
〔３－３〕第３の特定方法に係る処理
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置における、プローブの位置（検査位置）とプロ
ーブの傾きとの特定方法に係る処理は、図７に示す第１の例に係る処理や、図８に示す第
２の例に係る処理に限られない。例えば、プローブが角速度センサと３軸加速度センサと
を備える場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブから得られる当該セン
サの検出値に基づいて、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとを特定するこ
とも可能である。
【０１１３】
　図９は、本実施形態に係るプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法
に係る処理の第３の例を示す流れ図である。ここで、図９は、本実施形態に係る超音波検
査装置が、プローブから得られる角速度センサの検出値と、加速度センサの検出値とに基
づいて、プローブの位置（検査位置）と、プローブの傾きとを特定する処理の一例を示し
ている。
【０１１４】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象の特定の検査位置に、特定の角度でプロ
ーブを一定時間押し付ける旨を検査者に通知する（Ｓ６００）。また、本実施形態に係る
超音波検査装置は、プローブが備える角速度センサの検出値とプローブが備える加速度セ
ンサの検出値とに基づいて、プローブの位置とプローブの傾きとの初期値を設定する（Ｓ
６０２）。本実施形態に係る超音波検査装置は、上記各センサの検出値に基づいて、プロ
ーブがステップＳ６００における通知に係る一定時間の間動かないと判定した場合に、ス
テップＳ６００における通知に係る特定の検査位置および特定の角度を、初期値として設
定する。ここで、ステップＳ６００、Ｓ６０２の処理は、例えば、プローブの位置（検査
位置）を特定するための基準座標軸を設定する処理に相当する。
【０１１５】
　ステップＳ６０２においてプローブの位置とプローブの傾きとの初期値が設定されると
、本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブが備える角速度センサの検出値に基づい
て、水平面に対するプローブの傾きを検出し、角度補正を行う（Ｓ６０４）。また、本実
施形態に係る超音波検査装置は、プローブが備える加速度センサの検出値に基づいて、例
えば図８のステップＳ５０６と同様に、プローブの移動距離を算出する（Ｓ６０６）。



(17) JP 2013-172791 A 2013.9.5

10

20

30

40

50

【０１１６】
　なお、図９では、ステップＳ６０４の処理が行われた後にステップＳ６０６の処理が行
われる例を示してるが、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ６０４の処理と
、ステップＳ６０６の処理とを独立に行うことが可能である。よって、本実施形態に係る
超音波検査装置は、例えば、ステップＳ６０６の処理の後に、ステップＳ６０４の処理を
行ってもよいし、ステップＳ６０４の処理と、ステップＳ６０６の処理とを同期して行っ
てもよい。
【０１１７】
　ステップＳ６０４、Ｓ６０６の処理が完了すると、本実施形態に係る超音波検査装置は
、ステップＳ６０４の処理の結果およびステップＳ６０６の処理の結果に基づいて、プロ
ーブの検出対象における位置と、プローブの検出対象に対する傾きとを特定する（Ｓ６０
８）。ステップＳ６０８の処理によって、ある時点における、検出対象におけるプローブ
の位置、プローブの検出対象に対する傾きとが特定される。
【０１１８】
　ステップＳ６０８の処理が完了すると、本実施形態に係る超音波検査装置は、図７のス
テップＳ４１０と同様に、プローブの位置、傾きの検出を終了するか否かを判定する（Ｓ
６１０）。
【０１１９】
　ステップＳ６１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定されない場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、ステップＳ６０４からの処理を繰り返す。ま
た、ステップＳ６１０においてプローブの位置、傾きの検出を終了すると判定された場合
には、本実施形態に係る超音波検査装置は、プローブの位置（検査位置）とプローブの傾
きとの特定方法に係る処理を終了する。
【０１２０】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、図９に示す処理を行うことによって、各
時点におけるプローブの位置（検査位置）とプローブの傾きとをそれぞれ特定することが
できる。
【０１２１】
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上記第１の例に係る処理、第２の例に係
る処理、または第３の例に係る処理を行うことによって、プローブの位置（検査位置）と
、プローブの傾きとを特定する。なお、本実施形態に係る超音波検査装置における、プロ
ーブの位置（検査位置）とプローブの傾きとの特定方法に係る処理が、上記第１の例に係
る処理～上記第３の例に係る処理に限られないことは、言うまでもない。
【０１２２】
［４］第４の例に係る処理：通知制御処理
　本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上記検査状態判定処理における検査状態
の判定結果が、正常な検査が行われている状態でないことを示す場合に、上記記録制御処
理によって記録媒体に記憶されている基準検査状態情報と、検査の状態を示す検査状態情
報とに基づく通知を、通知部（後述する）、および／または、外部装置に、行わせる（通
知制御処理）。
【０１２３】
　ここで、本実施形態に係る検査状態情報としては、超音波検査を行っているある時点に
おける、プローブの位置（検査位置）やプローブの傾きを示すデータが挙げられる。なお
、本実施形態に係る検査状態情報は、上記に限られない。例えば、本実施形態に係るプロ
ーブが圧力センサを備えている場合には、本実施形態に係る検査状態情報には、例えば、
超音波検査を行っているある時点おける、プローブから取得されたプローブの圧力値を示
すデータが含まれていてもよい。つまり、本実施形態に係る検査状態情報には、超音波検
査を行っているある時点における、本実施形態に係る基準検査状態情報と対応するデータ
が含まれる。
【０１２４】
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　また、本実施形態に係る、基準検査状態情報と検査状態情報とに基づく通知内容として
は、検査状態を正常とさせるために行う、プローブの位置や傾きなどをガイドする内容（
オリエンテーションする内容）が挙げられる。本実施形態に係る超音波検査装置は、例え
ば、検査状態情報が示すプローブの位置や傾き、圧力値などが、基準検査状態情報が示す
位置や傾き、圧力値などと一致するように、プローブの位置や傾きなどをガイドする。
【０１２５】
　通知部（後述する）に通知を行わせる場合、本実施形態に係る超音波検査装置は、例え
ば、通知を制御する制御信号（または制御データ）を通知部（後述する）に伝達すること
によって、通知部（後述する）に基準検査状態情報と検査状態情報とに基づく通知を行わ
せる。また、外部装置に通知を行わせる場合、本実施形態に係る超音波検査装置は、例え
ば、ネットワークを介して（あるいは、直接的に）有線または無線で接続された外部装置
に、通知を制御する制御データを送信することによって、外部装置に基準検査状態情報と
検査状態情報とに基づく通知を行わせる。
【０１２６】
　本実施形態に係る超音波検査装置が、基準検査状態情報と検査状態情報とに基づく通知
を行わせることによって、例えば検査者は、検査状態の改善を図ることができる。
【０１２７】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、基準検査状態情報と検査状態情報とに基づ
く通知を行わせることによって、プローブの位置や傾きなどをガイドすることが可能であ
る。よって、仮に、検査者の検査技術が未熟である場合においても、本実施形態に係る超
音波検査装置は、当該検査者に、正常な超音波検査（上記検査状態判定処理の結果が“検
査状態が正常であること”を示す超音波検査）を行わせることができる。
【０１２８】
　したがって、本実施形態に係る超音波検査装置が、上記のような通知制御処理（フィー
ドバック処理にも該当する。）を行うことによって、検査対象に対応する周波数の音波を
用いて検査者が行う超音波検査の精度を、より向上させることができる。
【０１２９】
［５］第５の例に係る処理
　本実施形態に係る超音波検査装置が、上記（１）の処理（周波数設定処理）、および上
記（２）の処理（音波発生制御処理）に加えてさらに検査状態判定処理を行うことによっ
て実現することが可能な処理は、上記第１の例に係る処理～上記第４の例に係る処理に限
られない。例えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、上記第１の例に係る処理～上記
第４の例に係る処理のうちの、複数の処理を組み合わせた処理を行うことも可能である。
【０１３０】
（本実施形態に係る超音波検査装置）
　次に、上述した本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を行うことが可能な、本実
施形態に係る超音波検査装置の構成の一例について、説明する。
【０１３１】
　図１０は、本実施形態に係る超音波検査装置１００の構成の一例を示すブロック図であ
る。ここで、図１０では、超音波検査装置１００の外部装置としての、本実施形態に係る
プローブ２００を、併せて示している。
【０１３２】
　超音波検査装置１００は、例えば、制御部１０２と、通知部１０４とを備える。
【０１３３】
　また、超音波検査装置１００は、例えば、ＲＯＭ（Read　Only　Memory。図示せず）や
、ＲＡＭ（Random　Access　Memory。図示せず）、記憶部（図示せず）、ユーザが操作可
能な操作部（図示せず）、様々な画面を表示画面に表示する表示部（図示せず）、通信部
（図示せず）などを備えていてもよい。超音波検査装置１００は、例えば、データの伝送
路としてのバス（bus）により上記各構成要素間を接続する。
【０１３４】
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　ここで、ＲＯＭ（図示せず）は、制御部１０２が使用するプログラムや演算パラメータ
などの制御用データを記憶する。ＲＡＭ（図示せず）は、制御部１０２により実行される
プログラムなどを一時的に記憶する。
【０１３５】
　記憶部（図示せず）は、超音波検査装置１００が備える記憶手段であり、例えば、基準
検査状態情報や、アプリケーションなど様々なデータを記憶する。ここで、記憶部（図示
せず）としては、例えば、ハードディスク（Hard　Disk）などの磁気記録媒体や、ＥＥＰ
ＲＯＭ（Electrically　Erasable　and　Programmable　Read　Only　Memory）、フラッ
シュメモリ（flash　memory）などの不揮発性メモリ（nonvolatile　memory）などが挙げ
られる。また、記憶部（図示せず）は、超音波検査装置１００から着脱可能であってもよ
い。
【０１３６】
　操作部（図示せず）としては、例えば、ボタン、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転
型セレクター、あるいは、これらの組み合わせなどが挙げられる。なお、超音波検査装置
１００は、例えば、超音波検査装置１００の外部装置としての操作入力デバイス（例えば
、キーボードやマウスなど）などの、外部操作デバイスと接続されていてもよい。
【０１３７】
　表示部（図示せず）は、超音波検査装置１００が備える表示手段であり、表示画面に様
々な情報（例えば、画像、および／または、文字など）を表示する。表示部（図示せず）
の表示画面に表示される画面としては、例えば所望する動作を超音波検査装置１００に対
して行わせるための操作画面などが挙げられる。また、表示部（図示せず）は、通知部１
０４の役目を果たしてもよい。
【０１３８】
　ここで、表示部（図示せず）としては、例えば、液晶ディスプレイ（Liquid　Crystal
　Display）や有機ＥＬディスプレイ（Organic　Electro-Luminescence　display。また
は、ＯＬＥＤディスプレイ（Organic　Light　Emitting　Diode　display）ともよばれる
。）などの表示デバイスが挙げられる。また、超音波検査装置１００は、例えばタッチス
クリーンで表示部（図示せず）を構成することもできる。上記の場合には、表示部（図示
せず）は、ユーザ操作および表示の双方が可能な操作表示部として機能することとなる。
【０１３９】
　通信部（図示せず）は、超音波検査装置１００が備える通信手段であり、ネットワーク
を介して（あるいは、直接的に）、サーバなどの外部装置と無線／有線で通信を行う役目
を果たす。ここで、通信部（図示せず）としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ（Ra
dio　Frequency）回路（無線通信）や、ＩＥＥＥ８０２．１５．１ポートおよび送受信回
路（無線通信）、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂポートおよび送受信回路（無線通信）、あるい
はＬＡＮ端子および送受信回路（有線通信）などが挙げられる。
【０１４０】
［超音波検査装置１００のハードウェア構成例］
　図１１は、本実施形態に係る超音波検査装置１００のハードウェア構成の一例を示す説
明図である。ここで、図１１では、超音波検査装置１００の外部装置としてのプローブ２
００を、併せて示している。
【０１４１】
　超音波検査装置１００は、例えば、ＭＰＵ１５０と、ＲＯＭ１５２と、ＲＡＭ１５４と
、記録媒体１５６と、入出力インタフェース１５８と、操作入力デバイス１６０と、表示
デバイス１６２と、通信インタフェース１６４とを備える。また、超音波検査装置１００
は、例えば、データの伝送路としてのバス１６６で各構成要素間を接続する。
【０１４２】
　ＭＰＵ１５０は、例えば、ＭＰＵ（Micro　Processing　Unit）や、各種処理回路など
で構成され超音波検査装置１００全体を制御する制御部１０２として機能する。また、Ｍ
ＰＵ１５０は、超音波検査装置１００において、例えば、後述する周波数設定部１１０、
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音波発生制御部１１２、検査状態判定部１１４、通知制御部１１６、および記録制御部１
１８の役目を果たす。
【０１４３】
　ＲＯＭ１５２は、ＭＰＵ１５０が使用するプログラムや演算パラメータなどの制御用デ
ータなどを記憶する。ＲＡＭ１５４は、例えば、ＭＰＵ１５０により実行されるプログラ
ムなどを一時的に記憶する。
【０１４４】
　記録媒体１５６は、記憶部（図示せず）として機能し、例えば、基準検査状態情報や、
アプリケーションなど様々なデータを記憶する。ここで、記録媒体１５６としては、例え
ば、ハードディスクなどの磁気記録媒体や、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリが挙
げられる。また、記録媒体１５６は、超音波検査装置１００から着脱可能であってもよい
。
【０１４５】
　入出力インタフェース１５８は、例えば、操作入力デバイス１６０や、表示デバイス１
６２を接続する。また、入出力インタフェース１５８は、例えば、プローブ２００などの
外部装置と接続する役目を果たす。操作入力デバイス１６０は、操作部（図示せず）とし
て機能し、また、表示デバイス１６２は、表示部（図示せず）として機能する。
【０１４６】
　ここで、入出力インタフェース１５８としては、例えば、ＵＳＢ（Universal　Serial
　Bus）端子や、ＤＶＩ（Digital　Visual　Interface）端子、ＨＤＭＩ（High-Definiti
on　Multimedia　Interface）端子、各種処理回路などが挙げられる。また、操作入力デ
バイス１６０は、例えば、超音波検査装置１００上に備えられ、超音波検査装置１００の
内部で入出力インタフェース１５８と接続される。操作入力デバイス１６０としては、例
えば、ボタン、方向キー、ジョグダイヤルなどの回転型セレクター、あるいは、これらの
組み合わせなどが挙げられる。また、表示デバイス１６２は、例えば、超音波検査装置１
００上に備えられ、超音波検査装置１００の内部で入出力インタフェース１５８と接続さ
れる。表示デバイス１６２としては、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイ
などが挙げられる。
【０１４７】
　なお、入出力インタフェース１５８が、超音波検査装置１００の外部装置としての操作
入力デバイス（例えば、キーボードやマウスなど）や、表示デバイスなどの、外部デバイ
スと接続することもできることは、言うまでもない。また、表示デバイス１６２は、例え
ばタッチスクリーンなど、表示とユーザ操作とが可能なデバイスであってもよい。
【０１４８】
　通信インタフェース１６４は、超音波検査装置１００が備える通信手段であり、ネット
ワークを介して（あるいは、直接的に）、サーバなどの外部装置と無線／有線で通信を行
うための通信部（図示せず）として機能する。ここで、通信インタフェース１６４として
は、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路（無線通信）や、ＬＡＮ端子および送受信回路
（有線通信）などが挙げられる。
【０１４９】
　超音波検査装置１００は、例えば図１１に示す構成によって、本実施形態に係る超音波
検査方法に係る処理を行う。
【０１５０】
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置１００のハードウェア構成は、図１１に示す構
成に限られない。例えば、超音波検査装置１００は、静止画像または動画像を撮像する撮
像部（図示せず）の役目を果たす撮像デバイスを備えていてもよい。撮像デバイスを備え
る場合には、超音波検査装置１００は、例えば、撮像デバイスにおける撮像により生成さ
れた撮像画像に基づいて、上述した第１の特定方法に係る処理などの処理を行うことが可
能となる。
【０１５１】
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　ここで、本実施形態に係る撮像デバイスとしては、例えば、レンズ／撮像素子と信号処
理回路とが挙げられる。レンズ／撮像素子は、例えば、光学系のレンズと、ＣＭＯＳ（Co
mplementary　Metal　Oxide　Semiconductor）などの撮像素子を複数用いたイメージセン
サとで構成される。また、信号処理回路は、例えば、ＡＧＣ（Automatic　Gain　Control
）回路やＡＤＣ（Analog　to　Digital　Converter）を備え、撮像素子により生成された
アナログ信号をデジタル信号（画像データ）に変換し、各種信号処理を行う。信号処理回
路が行う信号処理としては、例えば、Ｗｈｉｔｅ　Ｂａｌａｎｃｅ補正処理、色調補正処
理、ガンマ補正処理、ＹＣｂＣｒ変換処理、エッジ強調処理などが挙げられる。
【０１５２】
　また、超音波検査装置１００は、ＤＳＰ（Digital　Signal　Processor）および音声出
力デバイスをさらに備えていてもよい。本実施形態に係る音声出力デバイスとしては、例
えば、増幅器（アンプ）およびスピーカなどが挙げられる。ここで、ＤＳＰおよび音声出
力デバイスを備える場合、ＤＳＰおよび音声出力デバイスは、例えば、通知部１０４の役
目を果たす。
【０１５３】
　また、超音波検査装置１００は、例えば、スタンドアロンで処理を行う構成である場合
には、通信デバイス１６４を備えていなくてもよい。また、超音波検査装置１００は、操
作デバイス１６０や表示デバイス１６２を備えない構成をとることも可能である。
【０１５４】
　再度図１０を参照して、超音波検査装置１００の構成の一例について説明する。制御部
１０２は、例えばＭＰＵや各種処理回路などで構成され、超音波検査装置１００全体を制
御する役目を果たす。また、制御部１０２は、例えば、周波数設定部１１０と、音波発生
制御部１１２と、検査状態判定部１１４と、通知制御部１１６と、記録制御部１１８とを
備え、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を主導的に行う役目を果たす。
【０１５５】
　周波数設定部１１０は、上記（１）の処理（周波数設定処理）を主導的に行う役目を果
たし、検査対象情報に基づいて、検査対象に対応する周波数を設定する。また、周波数設
定部１１０は、例えば、検査対象情報に基づき特定された周波数の範囲内において設定す
る周波数をシフトさせ、シフトさせている周波数の中から、検査対象に対応する周波数を
設定してもよい。周波数設定部１１０は、例えば、後述する検査状態判定部１１４から伝
達される、検査状態の判定結果を示す信号（またはデータ）に基づいて、シフトさせてい
る周波数の中から、検査対象に対応する周波数を設定する。
【０１５６】
　また、周波数設定部１１０は、例えば、後述する検査状態判定部１１４から伝達される
、検査状態の判定結果を示す信号（またはデータ）に基づいて、設定した周波数を調整し
てもよい。つまり、周波数設定部１１０は、例えば、上記周波数調整処理を主導的に行う
役目を果たすこともできる。
【０１５７】
　周波数設定部１１０は、設定された周波数（例えば、仮設定した周波数や、調整中の周
波数も含む。）を示す信号（またはデータ）を、音波発生制御部１１２へ伝達する。
【０１５８】
　音波発生制御部１１２は、上記（２）の処理（音波発生制御処理）を主導的に行う役目
を果たし、プローブ２００に、周波数設定部１１０において設定された周波数の音波を発
生させる。より具体的には、音波発生制御部１１２は、例えば、周波数設定部１１０から
伝達される、設定された周波数を示す信号に対応する電圧をプローブ２００に印加させる
ことによって、プローブ２００に、設定された周波数の音波を発生させる。
【０１５９】
　検査状態判定部１１４は、上記検査状態判定処理を主導的に行う役目を果たし、例えば
検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する。ここで、検査状態判定部１１４は、
例えば、プローブ２００から受信した信号に基づく検査画像に対して、検査対象または検
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査対象の検査部位に対応する画像処理を行い、画像処理後の検査画像に基づいて、検査状
態を判定してもよい。
【０１６０】
　また、検査状態判定部１１４は、検査状態の判定結果を示す信号（またはデータ）を、
例えば、周波数設定部１１０、通知制御部１１６、および記録制御部１１８それぞれに伝
達する。なお、検査状態判定部１１４は、例えば操作部（図示せず）から伝達されるユー
ザ操作に基づく操作信号に基づいて、周波数設定部１１０、通知制御部１１６、および記
録制御部１１８のうちの、１または２以上の構成要素に、検査状態の判定結果を示す信号
を選択的に伝達してもよい。
【０１６１】
　通知制御部１１６は、上記通知制御処理を主導的に行う役目を果たし、例えば、検査状
態判定部１１４における検査状態の判定結果に基づく通知を、通知部１０４、および／ま
たは、外部装置に行わせる。また、通知制御部１１６は、例えば、検査状態判定部１１４
における検査状態の判定結果が、正常な検査が行われている状態でないことを示す場合に
、基準検査状態情報と検査状態情報とに基づく通知を、通知部１０４、および／または、
外部装置に行わせてもよい。
【０１６２】
　記録制御部１１８は、上記記録制御処理を主導的に行う役目を果たし、例えば、検査状
態判定部１１４における検査状態の判定結果に基づいて、基準検査状態情報を選択的に記
録させる。
【０１６３】
　ここで、記録制御部１１８が基準検査状態情報を記録させる記録媒体としては、例えば
、記憶部（図示せず）や、超音波検査装置１００に接続された着脱可能な外部記録媒体、
超音波検査装置１００とネットワークを介して（または直接的に）有線または無線で接続
された外部装置が備える記録媒体などが挙げられる。外部装置が備える記録媒体に基準検
査状態情報を記憶させる場合には、記録制御部１１８は、例えば、基準検査状態情報と当
該基準検査状態情報を記録させるための記録命令とを、通信部（図示せず）に、外部装置
に対して送信させる。
【０１６４】
　制御部１０２は、例えば、周波数設定部１１０、音波発生制御部１１２、検査状態判定
部１１４、通知制御部１１６、および記録制御部１１８を備えることによって、本実施形
態に係る超音波検査方法に係る処理を主導的に行う。
【０１６５】
　なお、本実施形態に係る制御部の構成は、上記に限られない。例えば、本実施形態に係
る制御部は、検査状態判定部１１４、通知制御部１１６、および記録制御部１１８のうち
の、１または２以上の構成要素を備えていなくてもよい。検査状態判定部１１４、通知制
御部１１６、および記録制御部１１８のうちの、１または２以上の構成要素を備えていな
い場合であっても、本実施形態に係る制御部は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る
、上記（１）の処理（周波数設定処理）および上記（２）の処理（音波発生制御処理）を
主導的に行うことが可能である。
【０１６６】
　通知部１０４は、通知制御部１１６から伝達される通知を制御する制御信号（または制
御データ）に基づいて、通知を行う。つまり、通知部１０４における通知は、通知制御部
１１６によって制御される。ここで、通知部１０４としては、例えば、表示部（図示せず
）の役目を果たす表示デバイスや、ＤＳＰおよび音声出力デバイスなどが挙げられる。
【０１６７】
　例えば表示デバイスが通知部１０４の役目を果たす場合には、超音波検査装置１００は
、上述した視覚的な通知方法によって、検査者などに対する通知を行うことができる。ま
た、例えば、ＤＳＰおよび音声出力デバイスが通知部１０４の役目を果たす場合には、超
音波検査装置１００は、上述した聴覚的な通知方法によって、検査者などに対する通知を
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行うことができる。
【０１６８】
　なお、本実施形態に係る通知部１０４は、上記表示デバイスや、上記ＤＳＰおよび音声
出力デバイスに限られない。例えば、通知部１０４は、ユーザの感覚に訴える方法を実現
するための任意のデバイスを有していてもよい。また、通知部１０４は、例えば、上記表
示デバイスと、上記ＤＳＰおよび音声出力デバイスとを有するなど、複数の通知方法を実
現可能な構成であってもよい。
【０１６９】
　超音波検査装置１００は、例えば図１０に示す構成によって、本実施形態に係る超音波
検査方法に係る処理（例えば、上記（１）の処理（周波数設定処理）および上記（２）の
処理（音波発生制御処理））を行う。したがって、超音波検査装置１００は、例えば図１
０に示す構成によって、検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音波検査を、検査者
に行わせることができる。
【０１７０】
　また、超音波検査装置１００は、例えば図１０に示す構成によって、上述した検査状態
判定処理、通知制御処理、および記録制御処理を行うことが可能である。よって、超音波
検査装置１００は、例えば図１０に示す構成によって、例えば上述した第１の例～第５の
例に示す処理を行うことができ、上述した第１の例に示す処理～第５の例に示す処理に対
応する効果を奏することができる。
【０１７１】
　なお、本実施形態に係る超音波検査装置の構成は、図１０に示す構成に限られない。例
えば、本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係るプローブを備えていてもよ
い。本実施形態に係るプローブを備える場合には、本実施形態に係る超音波検査装置は、
備えているプローブから、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理によって制御され
る周波数の音波を発生させることとなる。よって、本実施形態に係るプローブを備える構
成であっても、本実施形態に係る超音波検査装置は、図１０に示す超音波検査装置１００
と同様の効果を奏することができる。
【０１７２】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、通知部１０４を備えない構成であ
ってもよい。通知部１０４を備えない構成であっても、本実施形態に係る超音波検査装置
は、上記（１）の処理（周波数設定処理）および上記（２）の処理（音波発生制御処理）
を行うことができる。また、通知部１０４を備えない構成であっても、本実施形態に係る
超音波検査装置は、通知制御処理において、例えば外部装置に通知を行わせることによっ
て、検査者などに対する通知を実現させることができる。
【０１７３】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、図１０に示す周波数設定部１１０
、音波発生制御部１１２、検査状態判定部１１４、通知制御部１１６、および記録制御部
１１８のうちの１または２以上の構成要素を個別に備える（例えば、それぞれを個別の処
理回路で実現する）ことができる。
【０１７４】
　さらに、本実施形態に係る超音波検査装置は、上述したように、図１０に示す検査状態
判定部１１４、通知制御部１１６、および記録制御部１１８のうちの、１または２以上の
構成要素を備えていなくてもよい。検査状態判定部１１４、通知制御部１１６、および記
録制御部１１８のうちの、１または２以上の構成要素を備えていない場合であっても、本
実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る超音波検査方法に係る、上記（１）
の処理（周波数設定処理）および上記（２）の処理（音波発生制御処理）を主導的に行う
ことが可能である。したがって、検査状態判定部１１４、通知制御部１１６、および記録
制御部１１８のうちの、１または２以上の構成要素を備えていない場合であっても、本実
施形態に係る超音波検査装置は、検査対象に対応する周波数の音波を用いた超音波検査を
、検査者に行わせることができる。
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【０１７５】
　以上のように、本実施形態に係る超音波検査装置は、本実施形態に係る超音波検査方法
に係る処理として、例えば、上記（１）の処理（周波数設定処理）および上記（２）の処
理（音波発生制御処理）を行う。ここで、本実施形態に係る超音波検査装置は、上記（１
）の処理（周波数設定処理）において、検査対象に対応する周波数を設定し、上記（２）
の処理（音波発生制御処理）において、プローブに設定された周波数の音波を発生させる
。
【０１７６】
　したがって、本実施形態に係る超音波検査装置は、検査対象に対応する周波数の音波を
用いた超音波検査を、検査者に行わせることができる。
【０１７７】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、上述した検査状態判定処理、通知
制御処理、および記録制御処理のうちの、１または２以上の処理をさらに行うことによっ
て、例えば上述した第１の例～第５の例に示す処理を行うことも可能である。したがって
、本実施形態に係る超音波検査装置は、上述した第１の例に示す処理～第５の例に示す処
理を行うことによって、上述した第１の例～第５の例に示す処理に対応する効果を奏する
ことができる。
【０１７８】
　また、本実施形態に係る超音波検査装置は、例えば、下記の（Ａ）、（Ｂ）の効果を奏
することができる。
【０１７９】
（Ａ）超音波検査や超音波診断における、被検体の個人差、臓器の種類、検査者（医師、
検査技師など）の技量の違いを吸収できる。よって、本実施形態に係る超音波検査装置は
、単一の装置で、例えば、個人の性差、年齢差、肥満度合、疾病状況によらず、また、複
数の臓器（検査部位の一例）に対して好適な検査画像（診断画像）を取得することができ
る。
【０１８０】
（Ｂ）上記第４の例に係る処理によって、正常な検査結果が得られるプローブの位置や傾
きへのガイドを行うことが可能となる。つまり、本実施形態に係る超音波検査装置は、い
わば、検査技量の高い検査者をシミュレートすることができる。よって、本実施形態に係
る超音波検査装置が用いられることによって、検査技量の低い検査者（例えば、初心者の
検査者など）が超音波検査を行う場合であっても、より鮮明な検査画像（診断画像）を取
得することができる。
【０１８１】
　以上、本実施形態として超音波検査装置を挙げて説明したが、本実施形態は、かかる形
態に限られない。本実施形態は、例えば、医療用の機器や、ＰＣ（Personal　Computer）
やサーバなどのコンピュータなど、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を行うこ
とが可能な、様々な機器に適用することができる。また、本実施形態は、例えば、上記の
ような機器に組み込むことが可能な、処理ＩＣ（Integrated　Circuit）に適用すること
もできる。
【０１８２】
（本実施形態に係るプログラム）
　コンピュータを、本実施形態に係る超音波検査装置として機能させるためのプログラム
（例えば、上記（１）の処理（周波数設定処理）および上記（２）の処理（音波発生制御
処理）など、本実施形態に係る超音波検査方法に係る処理を実行することが可能なプログ
ラム）が、コンピュータにおいて実行されることによって、検査対象に対応する周波数の
音波を用いた超音波検査を、検査者に行わせることができる。
【０１８３】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
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する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１８４】
　例えば、上記では、コンピュータを、本実施形態に係る超音波検査装置として機能させ
るためのプログラム（コンピュータプログラム）が提供されることを示したが、本実施形
態は、さらに、上記プログラムを記憶させた記録媒体も併せて提供することができる。
【０１８５】
　上述した構成は、本実施形態の一例を示すものであり、当然に、本開示の技術的範囲に
属するものである。
【０１８６】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定する周
波数設定部と、
　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させる音波発生制御部と
、
　を備える、超音波検査装置。
（２）
　前記検査対象情報は、検査対象を分類する情報、検査部位を示す情報、検査対象の疾病
内容を示す情報、検査対象の状態を示す情報、のうちの１または２以上である、（１）に
記載の超音波検査装置。
（３）
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部をさらに備え
、
　前記周波数設定部は、前記検査状態の判定結果に基づいて、設定した周波数を調整する
、（１）または（２）に記載の超音波検査装置。
（４）
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部をさらに備え
、
　前記周波数設定部は、
　前記検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数の範囲を特定し、特定さ
れた周波数の範囲内において設定する周波数をシフトさせ、
　前記検査状態の判定結果に基づいて、シフトさせている周波数の中から、前記検査対象
に対応する周波数を設定する、（１）または（２）に記載の超音波検査装置。
（５）
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部と、
　前記検査状態の判定結果に基づく通知を行わせる通知制御部と、
　をさらに備える、（１）または（２）に記載の超音波検査装置。
（６）
　発生された音波が前記検査対象に当たった結果、前記検査対象から生じる反響を示す画
像である検査画像の鮮明度に基づいて、検査状態を判定する検査状態判定部と、
　前記検査状態の判定結果に基づいて、正常な検査が行われている状態を示す基準検査状
態情報を選択的に記録させる記録制御部と、
　をさらに備える、（１）または（２）に記載の超音波検査装置。
（７）
　前記検査状態の判定結果が、正常な検査が行われている状態でないことを示す場合に、
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御部をさらに備える、（６）に記載の超音波検査装置。
（８）
　前記検査状態判定部は、前記検査画像に対して、前記検査対象または前記検査対象の検
査部位に対応する画像処理を行い、画像処理後の検査画像に基づいて、前記検査状態を判
定する、（３）～（７）のいずれか１つに記載の超音波検査装置。
（９）
　前記プローブをさらに備える、（１）～（８）のいずれか１つに記載の超音波検査装置
。
（１０）
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定するス
テップと、
　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させるステップと、
　を有する、超音波検査方法。
（１１）
　検査対象を示す検査対象情報に基づいて、前記検査対象に対応する周波数を設定するス
テップ、
　音波を発生可能なプローブに、設定された周波数の音波を発生させるステップ、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０１８７】
　１００　　超音波検査装置
　１０２　　制御部
　１０４　　通知部
　１１０　　周波数設定部
　１１２　　音波発生制御部
　１１４　　検査状態判定部
　１１６　　通知制御部
　１１８　　記録制御部
　２００　　プローブ
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